
チーム名

15 前半 9

19 後半 14

No. 得点

1 0

2 5

3 2

7 0

13 2

15 6

17 0

19 5

20 2

25 5

27 1

31 3

33 1

37 2

44 0

74 0

渡部　仁

坂井　幹

徳田　新之助

元木　博紀

韓　国

パリ2024オリンピック男子アジア予選

開催日 2023年10月26 日（木）
会場 DUHAIL SPORT HALL

試合 準決勝

チーム名 スコア

日　本 34 23

玉川　裕康

吉野　樹

東江　雄斗

名前 戦況

中村　匠
日本はプレーメーカーに安平、部井久と渡部がバックコート、サ

イドには泉本と元木、ポストに吉田の布陣。

守備はGKに中村、トップDFに部井久、笠原をセンターDF、2枚

目DFに渡部と吉田、1枚目DFに元木と泉本を配置した「5−

1DF」でゲームスタート。

試合開始、韓国に先制点を許すが、コンビネーションから部井久

が連続得点を決める。

中村のセーブから安平が技ありのランニングシュートを決めて3

連取。

5対6となったところで日本は東江を投入。

元木のインターセプトから泉本が決めて7対7。東江の速攻で8対7

の逆転に成功。

流れを日本に呼び込む。徳田（新）の速攻も決まり9対7。韓国は

タイムアウトを請求。

日本は前半23分のタイムアウト請求後、

徳田（新）のカットイン、速攻、渡部のポストシュート、吉野の

速攻、吉野のカットインで5連取。

15対9で前半終了。

後半も部井久と高野をトップDFに配置した日本の5−1DFが機能

する。

退場者を出して数的不利な時間もGK中村の好セーブで凌ぎ、安

平のステップシュート、吉田のポストシュート、徳田のカットイ

ンなどで加点していく。

後半6分で韓国はタイムアウトを請求。直後から7人攻撃を仕掛け

るが、日本は「6-0DF」にシステムを変更して対応。

後半8分で22対12の10点差で日本リード。

その後も得点を加え、後半23分過ぎに30対20となり、徳田

（廉）、蔦谷、玉川、GK坂井を投入。

玉川のポストシュート、高野のパスカットから徳田（廉）の速

攻、泉本のステップシュートなども決まり、

34対23の11点差で試合終了。決勝進出を決めた。

安平　光佑

徳田　廉之介

蔦谷　大雅

吉田　守一

部井久アダム勇樹

泉本　心

髙野　颯太

笠原　謙哉


